
第101回 国際医療福祉大学三田病院 健康セミナー 

日 時： 2023年6月17日(土) 14：00～15：20 
 

場 所： 国際医療福祉大学三田病院 11F三田ホール 

 最近、新聞などマスコミにおいて、著名人が間質性肺炎で亡くなられたと目にすることがあります。

実は、呼吸器疾患の中で、肺炎、肺がんに次いで死亡者数が多い疾患なのです。 

 「間質性肺炎です」と、自分自身あるいは家族や友人が診断された時、どうしたらよいのかと困惑さ

れる方もいらっしゃるかと思います。特に、「間質性肺炎には効く薬はないです」などと病院で悲観的

なことを言われたり、ネットで「予後は不良です」などと目にしたりすれば、それこそ大変と慌ててし

まいます。 

 本セミナーでは、間質性肺炎とは何か（概念と分類）、200を超える様々な間質性肺炎のうちどの

疾患なのかという診断の重要性、それぞれの間質性肺炎に対する正しい治療法をお話いたします。  

間質性肺炎ってどんな病気？ 
わかりにくい疾患を紐解く 

お申し込みフォーム 

※今後の感染症の拡大状況によっては、開催を中止もしくはWeb上での開催に変更する場合がございます。 

その場合は当院Webサイトにてご案内のうえ、お申込者の方へはメールもしくはお電話でお知らせいたします。 

講師： 桑野 和善 （くわの・かずよし） 医学部教授 
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間質性肺炎の研究のパイオニア。 
患者様の気持ちに沿った診療を行うことをモットーとしている。 
間質性肺疾患のほかCOPD、気管支喘息に対するup-to-dateな
診療を得意としている。 

■参加ご希望の方は、ホームページまたはお電話でお申し込みください。 

■TEL 03-3451-8123（総務課） ＊受付時間 月～土曜日 8:30～17:30 

スケジュール（予定） 

１３：３０ 開場 

１４：００ 開会 

１４：０５-１４：50 

  講演 

１４：50-１５：００ 

  質疑応答 

１５：００-１５：２０ 

  けんこう体操（自由参加） 
 

https://www.iuhw.ac.jp/form/mita/seminar.html


 地下鉄  ●都営大江戸線「赤羽橋駅」下車、 

   「赤羽橋口出口」または「中之橋口出口」徒歩5分 

    ●東京メトロ南北線・都営大江戸線「麻布十番駅」下車、「3番出口」徒歩8分 

   ●都営三田線「芝公園駅」下車、「A2出口」徒歩12分 

 
都バス  ●都06系統 渋谷～新橋駅「中ノ橋」下車 

   ●橋86系統 目黒～新橋駅「中ノ橋」下車 

 
港区コミュニティバス（ちぃばす） 

   ●田町ルート 「中ノ橋」下車 

    田町駅前⇔中ノ橋⇔麻布十番⇔六本木ヒルズ 

 
J R   ●山手線・京浜東北線「田町駅」下車 「三田口出口」より徒歩20分 

〒108-8329  東京都港区三田1-4-3    03-3451-8121（代表） 

ア ク セ ス 

■ 呼吸器センター   

 当センターでは、肺がんをはじめとするあらゆる呼吸器疾患において、外科系と

内科系の専門医がチームをつくり総合的に対応しています。疾患を正確に診断す

るとともに、エビデンス（科学的根拠）に基づいた治療を行っています。治療を行

うにあたってはインフォームドコンセントを重視し、患者様のお気持ちや社会的状

況などを十分にうかがい、納得して治療を受けていただけるよう努めています。 

 早期肺がんには安全で根治度の高い手術や低侵襲の治療を行い、進行肺がん

に対しては細胞障害性抗がん剤だけでなく、分子標的治療薬やがん免疫療法薬

などの薬物療法や放射線療法などによる集学的治療を行っています。また、患者

様のニーズにあわせて通院による外来化学療法や放射線治療も実施できる体制

を整えています。さらに、慢性閉塞性肺疾患（COPD）、間質性肺炎などのびまん

性肺疾患、気管支喘息、肺炎やインフルエンザなどの呼吸器感染症など、多種多

様な呼吸器疾患を専門医が診察する体制をとっています。  

 診断困難な肺疾患、重症呼吸不全の管理、非侵襲的人工呼吸から在宅酸素療法まで、近隣の提携医療施設とと

もにきめ細かいフォローアップに努めています。特に、グループ関連施設である山王病院の呼吸器センターとは

密接に連携をとっています。  

 また、各診療科における呼吸器合併症のある患者様の術前・術後の呼吸管理にも協力し、安全な手術が受けら

れるよう配慮しています。  


